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(57)【要約】
【課題】ハンディターミナルに記憶されている商品コー
ドを正しくＰＯＳレジスタに送信することができる商品
販売処理システムおよび商品販売処理システム用中継装
置を提供する。
【解決手段】ＰＯＳ端末側に、携帯型端末と無線通信を
行う第１の無線通信部と、第１の無線通信部の通信アド
レスを機械的に読み取り可能として備えた通信アドレス
記録体と、を備え、携帯型端末は、通信アドレス記録体
から通信アドレスを読み取る通信アドレス読み取り部と
、読み取った通信アドレス先に、読み取った商品コード
を送信する第２の無線通信部と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　客が買い上げる商品から、携帯型端末に備えた商品コード読み取り用スキャナによって
読み取った商品コードをＰＯＳ端末に入力することによって商品を登録する商品販売処理
システムにおいて、
　ＰＯＳ端末側に、
　前記携帯型端末と無線通信を行う第１の無線通信部と、
　前記第１の無線通信部の通信アドレスを機械的に読み取り可能として備えた通信アドレ
ス記録体と、
　を備え、
　前記携帯型端末は、
　前記通信アドレス記録体から前記通信アドレスを読み取る通信アドレス読み取り部と、
　前記読み取った通信アドレス先に、読み取った前記商品コードを送信する第２の無線通
信部と、
　を備える、
　ことを特徴とする商品販売処理システム。
【請求項２】
　前記通信アドレス記録体は、
　前記携帯型端末に備えた商品コード読み取り用スキャナによって前記通信アドレスを読
み取り可能とする、
　ことを特徴とする請求項１に記載の商品販売処理システム。
【請求項３】
　前記携帯型端末は、
　前記通信アドレス読み取り部が前記通信アドレスを読み取ったことをトリガーとして、
前記商品コードの前記ＰＯＳ端末への送信を開始する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の商品販売処理システム。
【請求項４】
　客が買い上げる商品から、携帯型端末に備えた商品コード読み取り用スキャナによって
読み取った商品コードをＰＯＳ端末に入力する商品販売処理システム用中継装置において
、
　前記携帯型端末と無線通信を行う第１の無線通信部と、
　前記第１の無線通信部の通信アドレスを機械的に読み取り可能として備えた通信アドレ
ス記録体と、
　を備え、
　前記第１の無線通信部は、さらに、
　有線通信部
　を備え、
　該有線通信部は、
　前記携帯型端末から送信されてきた前記商品コードを、前記ＰＯＳ端末に備えたバーコ
ードスキャナ接続用コネクタを介して前記ＰＯＳ端末に送信する、
　ことを特徴とする商品販売処理システム用中継装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小売店で使用され、来店客自身が買い上げ商品の登録を行うための商品販売
処理システムに係り、特に、一旦所定の端末で商品コードを読み取り、読み取った商品コ
ードを、目的とする商品販売処理端末を指定して送信することによって商品の登録を行う
商品販売処理システムおよび商品販売処理システム用中継装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　スーパーマーケット等の小売店において、来店客自身が携帯することができる携帯型端
末を用いて、商品に貼付されたバーコードなどの商品コードを読み取ることによって、商
品の精算時における混雑の防止や小売店の負担の軽減を図ったセルフスキャニングシステ
ムと呼ばれる商品販売処理システムが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１によれば、まず、客が携帯型端末（以下、「ハンディターミナル」という）
を持って商品陳列棚に行き、ハンディターミナルに備えたバーコードスキャナによって、
買い上げる商品のバーコードを読み取る。これにより、ハンディターミナル内に商品コー
ドが記憶される。そして、客は、買い上げる商品を持って、精算を行うＰＯＳ（Ｐｏｉｎ
ｔ　ｏｆ　Ｓａｌｅｓ）端末（以下、「ＰＯＳレジスタ」という）のところに行き、ハン
ディターミナルをＰＯＳレジスタに接続されているクレードルにセットする。これにより
、ハンディターミナルの接続端子とクレードルの接続端子とが接触する。その後、ハンデ
ィターミナル内に記憶された商品コードをＰＯＳレジスタに送信することによって、客が
買い上げる商品がＰＯＳレジスタに登録され、ＰＯＳレジスタは、登録された商品を精算
するための処理を行う。このように、従来、小売店の店員がバーコードスキャナを用いて
商品コードをＰＯＳレジスタに登録していた作業を、来店客がバーコードスキャナを用い
て商品コードを登録することによって行うことができ、小売店の店員の負担を軽減するこ
とができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１３９９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のように、ハンディターミナルをクレードルにセットする方法では、ハンデ
ィターミナル内に記憶された商品コードを、クレードルを介してＰＯＳレジスタに送信し
ている間に、店員または客が誤ってハンディターミナルをクレードルから抜いてしまった
場合に、商品コードの通信が失敗し、商品コードが正しくＰＯＳレジスタに送信されない
という問題がある。
【０００６】
　また、ハンディターミナルとクレードルとは、接続端子によって接触しているのみであ
るため、接続端子の接触不良など、接続端子の接続が完全でない場合においても、通信が
失敗してしまうという問題がある。
【０００７】
　そこで、ハンディターミナルとＰＯＳレジスタとの接続を、クレードルを介さない無線
通信などで行うことが考えられる。しかしながら、小売店にはＰＯＳレジスタが複数台設
置されていることが多く、ハンディターミナルとＰＯＳレジスタとの無線通信において、
目的とするＰＯＳレジスタをどのように指定すればよいかが問題となる。
【０００８】
　本発明は、上記の課題認識に基づいてなされたものであり、セルフスキャニングシステ
ムにおいて、ハンディターミナルに記憶されている商品コードを正しくＰＯＳレジスタに
送信することができる商品販売処理システムおよび商品販売処理システム用中継装置を提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明の商品販売処理システムは、客が買い上げる商品か
ら、携帯型端末に備えた商品コード読み取り用スキャナによって読み取った商品コードを
ＰＯＳ端末に入力することによって商品を登録する商品販売処理システムにおいて、ＰＯ
Ｓ端末側に、前記携帯型端末と無線通信を行う第１の無線通信部と、前記第１の無線通信
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部の通信アドレスを機械的に読み取り可能として備えた通信アドレス記録体と、を備え、
前記携帯型端末は、前記通信アドレス記録体から前記通信アドレスを読み取る通信アドレ
ス読み取り部と、前記読み取った通信アドレス先に、読み取った前記商品コードを送信す
る第２の無線通信部と、を備える、ことを特徴とする。
【００１０】
　この構成によれば、商品コードを携帯型端末で読み取り、その商品コードを無線通信で
目的のＰＯＳ端末に送信することができ、確実に商品をＰＯＳ端末に登録することができ
る。しかも、商品コードを送信する目的のＰＯＳ端末の指定は、簡単で確実である。
【００１１】
　また、本発明の前記通信アドレス記録体は、前記携帯型端末に備えた商品コード読み取
り用スキャナによって前記通信アドレスを読み取り可能とする、ことを特徴とする。
【００１２】
　この構成によれば、携帯型端末機は商品コードを読み取るスキャナを用いて通信アドレ
スを読み取ることができるため、簡単で安価に商品販売処理システムを構築することがで
きる。
【００１３】
　また、本発明の前記携帯型端末は、前記通信アドレス読み取り部が前記通信アドレスを
読み取ったことをトリガーとして、前記商品コードの前記ＰＯＳ端末への送信を開始する
、ことを特徴とする。
【００１４】
　この構成によれば、通信アドレスの読み取りが、商品コードの送信する際のトリガーを
兼ねるため、携帯型端末の操作を簡単にすることができる。
【００１５】
　また、本発明の商品販売処理システム用中継装置は、客が買い上げる商品から、携帯型
端末に備えた商品コード読み取り用スキャナによって読み取った商品コードをＰＯＳ端末
に入力する商品販売処理システム用中継装置において、前記携帯型端末と無線通信を行う
第１の無線通信部と、前記第１の無線通信部の通信アドレスを機械的に読み取り可能とし
て備えた通信アドレス記録体と、を備え、前記第１の無線通信部は、さらに、有線通信部
を備え、該有線通信部は、前記携帯型端末から送信されてきた前記商品コードを、前記Ｐ
ＯＳ端末に備えたバーコードスキャナ接続用コネクタを介して前記ＰＯＳ端末に送信する
、ことを特徴とする。
【００１６】
　この構成によれば、携帯型端末から商品コードを無線通信で受信し、その商品コードを
ＰＯＳ端末に備えたバーコードスキャナ接続用コネクタを介してＰＯＳ端末に送信するた
め、汎用のＰＯＳ端末においても、携帯型端末から送信されてきた商品コードを取得し、
商品登録を行うことができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、セルフスキャニングシステムにおいて、ハンディターミナルに記憶さ
れている商品コードを正しくＰＯＳレジスタに送信することができるという効果が得られ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態による商品販売処理システムの概略構成を示したブロック図
である。
【図２】本実施形態の商品販売処理システムにおけるハンディターミナルの概略構成を示
したブロック図である。
【図３】本実施形態の商品販売処理システムにおける中継器の概略構成を示したブロック
図である。
【図４】本実施形態の商品販売処理システムにおける中継器の処理手順を示したフローチ
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ャートである。
【図５】本実施形態の商品販売処理システムにおけるハンディターミナルの処理手順を示
したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。図１は、本発明の一実施
形態による商品販売処理システムの概略構成を示したブロック図である。図１において商
品販売処理システムは、ストアコントローラ１０と、複数台のＰＯＳレジスタ２０と、来
店客が商品に貼付された商品コードの読み取りに使用するｎ台のハンディターミナル３０
－１～３０－ｎ（携帯型端末）と、各ＰＯＳレジスタ２０に有線接続され、買い上げ商品
の精算時に無線通信によってハンディターミナル３０から送信される商品コードを受信す
るスキャナＢＯＸ２１（中継器）と、ハンディターミナル３０が未使用時に載置されてい
る客用クレードル４０と、会員カードリーダ５０とが含まれている。また、各ＰＯＳレジ
スタ２０と客用クレードル４０は、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）６
０によりストアコントローラ１０に接続されている。
【００２０】
　ここで、ストアコントローラ１０と各ＰＯＳレジスタ２０とは、本商品販売処理システ
ムを構築する小売店において既に導入済みの既存の装置類である。そして、この既存の商
品販売処理システムに、スキャナＢＯＸ２１、ハンディターミナル３０－１～３０－ｎ、
客用クレードル４０、会員カードリーダ５０を追加導入することにより、本商品販売処理
システムが構成される。
【００２１】
　ストアコントローラ１０は、商品ファイル、会員ファイル、販売実績ファイルなどの各
種ファイルやデータの管理を行うコンピュータである。ここで、商品ファイルは、各商品
の商品名、商品コード、販売価格などの商品情報を格納したファイルであり、必要に応じ
てその内容を編集・変更することが可能になっているとともに、最新の商品ファイルが各
ＰＯＳレジスタ２０と客用クレードル４０に適宜送信される。また、会員ファイルは、こ
の小売店に会員として登録した客のリストを会員番号などとともに格納したものである。
また、販売実績ファイルは、各ＰＯＳレジスタ２０で登録・精算処理したデータを集計す
ることにより生成したファイルである。
【００２２】
　ＰＯＳレジスタ２０は、来店客が買い上げる商品の登録および精算を行うための装置で
あり、各種の操作キーや表示部などを備えている。このＰＯＳレジスタ２０は、元々、店
員の操作により商品のバーコードを読み取るバーコードスキャナ（図示せず）が所定のケ
ーブルで接続されていたものであるが、そのバーコードスキャナを取り外し、取り外した
後の接続コネクタ２０ａに、スキャナＢＯＸ２１が接続される。この接続には、取り外し
たバーコードスキャナで用いていたのと同じ通信規格、例えばＲＳ－２３２Ｃインタフェ
ースを用いる。これにより、ＰＯＳレジスタ２０とスキャナＢＯＸ２１の間は、ＲＳ－２
３２Ｃのシリアル通信によりデータの通信が行われることになる。
【００２３】
　スキャナＢＯＸ２１は、箱型の形状をしており、ＰＯＳレジスタ２０のバーコードスキ
ャナ接続用コネクタ２０ａに有線で接続される。このスキャナＢＯＸ２１の表面には、自
スキャナＢＯＸ２１の無線アドレスがバーコード形式で記録された無線アドレスラベルが
貼付されている。そして、スキャナＢＯＸ２１は、貼付された無線アドレスラベルに記録
された無線アドレスをもつ中継器として、後述のハンディターミナル３０と無線接続され
る。この無線接続の通信規格は、例えば、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）などの
短距離無線通信規格を用いる。
【００２４】
　ハンディターミナル３０は、商品に貼付された商品コード、およびスキャナＢＯＸ２１
に貼付された無線アドレスラベルをハンディターミナル３０に備えたスキャナによって読
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み取り、読み取った商品コードを記憶する。また、ハンディターミナル３０は、記憶した
商品コードを、読み取った無線アドレスラベルに記録された無線アドレスをもつスキャナ
ＢＯＸ２１に無線通信によって送信する。また、このハンディターミナル３０には、自ハ
ンディターミナル３０が客用クレードル４０にセットされている時に、自ハンディターミ
ナル３０内の充電式電池を充電するための接続端子を備えている。
【００２５】
　本商品販売処理システムを導入した小売店では、客用クレードル４０と会員カードリー
ダ５０が店内の入口付近に設置される。客用クレードル４０には未使用のハンディターミ
ナル３０が複数セットされて来店客の使用に備えられており、来店客が会員カードを会員
カードリーダ５０に通すことで、そのうちの一つが使用可能状態となる。来店客は、その
ハンディターミナル３０を客用クレードル４０から取り外して、買い物を開始する。そし
て、買いたい商品のコードをハンディターミナル３０に読み取らせていき、最後にＰＯＳ
レジスタ２０へ行ってスキャナＢＯＸ２１に貼付された無線アドレスラベルをハンディタ
ーミナル３０に読み取らせる。
【００２６】
　そうすると、上記読み取られた商品のコードなどの商品買上情報が、ハンディターミナ
ル３０からスキャナＢＯＸ２１に無線通信で送信される。そして、スキャナＢＯＸ２１が
受信した商品買上情報は、ＰＯＳレジスタ２０へ有線通信で送信される。その後、ＰＯＳ
レジスタ２０は、こうして取得した商品買上情報に従って、図示しないメモリに保持して
いる商品ファイル（上記したようにストアコントローラ１０から受信したもの）を参照す
ることにより商品登録を実行する。これにより、ＰＯＳレジスタ２０において、買い上げ
商品の合計金額が算出され、算出された合計金額等がＰＯＳレジスタ２０の表示部に表示
され、店員が精算操作をすると精算処理が行われて販売実績ファイルが更新され、レシー
トが発行される。
【００２７】
　なお、客用クレードル４０は、ＣＰＵやメモリ（図示省略）を備えるとともに、ストア
コントローラ１０、セットされたハンディターミナル３０、および会員カードリーダ５０
と通信するための通信機能を有している。そして、ストアコントローラ１０から送信され
た商品ファイルをメモリに記憶しておき、ハンディターミナル３０がセットされた時、ハ
ンディターミナル３０内の商品ファイルを更新する。また、（複数の）ハンディターミナ
ル３０がセットされた順番を管理して、セットされているハンディターミナル３０の中で
最も早くセットされたものに、会員カードリーダ５０からの会員番号データを送信する。
このハンディターミナル３０内の商品ファイルの更新および会員番号データの送信におい
ては、ハンディターミナル３０に備えた無線接続の通信規格が用いられる。
【００２８】
　図２は、ハンディターミナル３０の構成を示すブロック図である。図２においてハンデ
ィターミナル３０は、ＣＰＵ３０１と、ＲＯＭ３０２と、ＲＡＭ３０３と、スキャナ部３
０４と、表示ディスプレイ３０５と、ＬＥＤ発光部３０５ａと、操作部３０６と、無線通
信部３０７と、ブザー３０８と、電源制御部３０９と、充電式電池３１０とを備えている
。
【００２９】
　ＣＰＵ３０１は、中央処理装置であり、ＲＯＭ３０２に記憶されているプログラムを読
み出して実行することにより、ハンディターミナル３０の動作を制御する。
　ＲＯＭ３０２は、上記プログラムを記憶している読み出し専用メモリである。
　ＲＡＭ３０３は、ストアコントローラ１０より取得した商品ファイルや、スキャナ部３
０４で読み取った商品のバーコードのデータなどを記憶する、随時読み出し書き込みメモ
リである。
【００３０】
　スキャナ部３０４は、商品に付されているバーコードを読み取るためのものであり、読
み取ったバーコードの情報を所定の形式のデータに変換して出力する。このスキャナ部３
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０４は、例えば、ハンディターミナル３０の裏側の面に設けられており、バーコードをス
キャナ部３０４に近付けることにより、読み取り動作が行われる。客の操作によってバー
コード読み取りが行われスキャナ部３０４から出力されたデータは、買い上げ商品を特定
するデータとしてＲＡＭ３０３へ送られ、記憶される。
【００３１】
　表示ディスプレイ３０５は、例えば、ハンディターミナル３０の表側の面に設けられて
おり、スキャナ部３０４によりバーコードを読み取った商品の個別の商品名や値段、読み
取った全商品のリストや合計金額、買い上げ点数、その他各種のメッセージ（例えば、ハ
ンディターミナル３０の使い方が分からない客のための使用方法案内表示）などを表示す
る。また、表示ディスプレイ３０５の近傍（例えば、上側中央部）には、ＬＥＤ発光部３
０５ａが設けられる。このＬＥＤ発光部３０５ａは、その点灯によって、客用クレードル
４０に複数載置されたハンディターミナル３０のうちどれを使用するかを来店客に報知す
るためのものであり、上記した会員カードリーダ５０からの会員番号データが受信される
と、ＬＥＤ発光部３０５ａが点灯するように制御が行われるようになっている。
【００３２】
　操作部３０６は、ハンディターミナル３０を操作するための、例えば、ハンディターミ
ナル３０の表側の面に設けられた各種のキーからなる。この各種のキーは、例えば、バー
コードの読み取りを開始するためのスキャンキー、バーコードを読み取った商品を１つず
つ取り消したり数量を修正したりするための訂正キー、読み取った全商品を取り消すため
の取消キー、買い上げる商品の数量を指定するための＋（プラス）キー、－（マイナス）
キー、読み取った全商品のリスト表示において商品を選択するカーソルを上下させるため
の上下矢印キー、入力操作を決定するための決定キーなどである。
【００３３】
　無線通信部３０７は、スキャナＢＯＸ２１および客用クレードル４０との間で行うデー
タ通信の制御を行う。具体的には、ハンディターミナル３０がスキャナＢＯＸ２１と無線
接続された場合には、ＲＡＭ３０３に記憶された買い上げ商品のデータ（スキャナ部３０
４により商品のバーコードから読み取ったデータ）をスキャナＢＯＸ２１に送信する。こ
れにより、送信した商品コードが、スキャナＢＯＸ２１を介してＰＯＳレジスタ２０に送
信される。また、ハンディターミナル３０が客用クレードル４０と無線接続された場合に
は、ストアコントローラ１０から送信される、最新の商品ファイルや会員番号データを受
信する。なお、これらのデータ通信は、上記したように、例えば、ブルートゥース（Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ）などの短距離無線通信規格の通信プロトコルに従って行われる。
【００３４】
　ブザー３０８は、客用クレードル４０に複数載置されているハンディターミナル３０の
うち、ＬＥＤ発光部３０５ａが消灯しているハンディターミナル３０が客用クレードル４
０から取り外された場合にブザー音を発生させるものである。
【００３５】
　電源制御部３０９は、ハンディターミナル３０が客用クレードル４０に接続されている
間に、客用クレードル４０から供給される電力による充電式電池３１０への充電を制御す
る。
　充電式電池３１０は、ハンディターミナル３０の各部を動作させるための電力を供給す
る。
　なお、ハンディターミナル３０内の充電式電池３１０の充電は、例えば、ハンディター
ミナル３０の裏側の面に設けられた接続端子と、客用クレードル４０に備えた充電端子と
が接続された時に充電式電池３１０の充電が行われる。
【００３６】
　図３は、スキャナＢＯＸ２１の構成を示すブロック図である。図３においてスキャナＢ
ＯＸ２１は、ＣＰＵ２１１と、ＲＯＭ２１２と、ＲＡＭ２１３と、無線通信部２１４と、
シリアルＩ／Ｆ２０５と、コネクタ２１５１と、コネクタ２１５２と、コネクタ２１５３
とを備えている。
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【００３７】
　ＣＰＵ２１１は、中央処理装置であり、ＲＯＭ２１２に記憶されているプログラムを読
み出して実行することにより、スキャナＢＯＸ２１の動作を制御する。
　ＲＯＭ２１２は、上記プログラムを記憶している読み出し専用メモリである。
　ＲＡＭ２１３は、ハンディターミナル３０から送信された商品コードのデータなどを記
憶する、随時読み出し書き込みメモリである。
【００３８】
　無線通信部２１４は、ハンディターミナル３０との間で行うデータ通信の制御を行う。
具体的には、ハンディターミナル３０から送信されてきた買い上げ商品のデータをＲＡＭ
２１３に記憶する。なお、ハンディターミナル３０とのデータ通信は、上記したように、
例えば、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）などの短距離無線通信規格の通信プロト
コルに従って行われる。
【００３９】
　シリアルＩ／Ｆ２０５は、コネクタ２１５１～コネクタ２１５３と有線で接続されたＰ
ＯＳレジスタ２０などとの間で行うデータ通信の制御を行う。具体的には、コネクタ２１
５１に、ＰＯＳレジスタ２０のバーコードスキャナ接続用コネクタ２０ａが接続された場
合には、ＲＡＭ２１３に記憶された買い上げ商品のデータをＰＯＳレジスタ２０に送信す
る。また、コネクタ２１５３は、スキャナＢＯＸ２１を接続するために取り外されたワン
ドスキャナなどのバーコードスキャナが接続される。これにより、スキャナＢＯＸ２１等
が導入される前にＰＯＳレジスタ２０に接続されていた店員の操作により商品のバーコー
ドを読み取るバーコードスキャナ（図示せず）を使用することができる。
【００４０】
　また、コネクタ２１５２は、スキャナＢＯＸ２１に各種設定を行うための設定用コネク
タであり、このコネクタ２１５２を介してスキャナＢＯＸ２１の設定データが入力される
。スキャナＢＯＸ２１の設定は、汎用のスキャナで一般的に用いられている方法である。
なお、これらのコネクタ２１５１～コネクタ２１５３を介したデータ通信は、上記したよ
うに、取り外したバーコードスキャナで用いていたのと同じ、例えば、ＲＳ－２３２Ｃイ
ンタフェースなどのシリアル通信規格の通信プロトコルに従って行われる。
【００４１】
　次に、本商品販売処理システムにおけるスキャナＢＯＸ２１の動作（ＣＰＵ２１１の処
理）を、図４のフローチャートに沿って説明する。
【００４２】
　スキャナＢＯＸ２１は、電源が投入されることによって、動作がスタートする。ステッ
プＳ１において、ＣＰＵ２１１は、無線通信部２１４に受信データがあるか否かを判断す
る。受信データがない（ＮＯ）と判断された場合には、ステップＳ１を繰り返す。
【００４３】
　受信データがある（ＹＥＳ）と判断された場合、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ２におい
て、無線通信部２１４が受信した受信データの内、商品コード（例えば、ＪＡＮコード）
を、ＲＡＭ２１３に記憶させる。続いて、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ３において、ＲＡ
Ｍ２１３に全ての商品コードを記憶させたか否かを判断する。全ての商品コードをＲＡＭ
２１３に記憶させていない（ＮＯ）と判断された場合には、ステップＳ２に戻って、無線
通信部２１４が受信した商品コードを順にＲＡＭ２１３に記憶させる。
【００４４】
　全ての商品コードをＲＡＭ２１３に記憶させた（ＹＥＳ）と判断された場合、ＣＰＵ２
１１は、ステップＳ４において、ＲＡＭ２１３に記憶した商品コードを有線通信でＰＯＳ
レジスタ２０に送信することが可能であるか否かを判断する。ＰＯＳレジスタ２０に送信
することが不可能（ＮＯ）と判断された場合には、ステップＳ４を繰り返す。
【００４５】
　ＰＯＳレジスタ２０に送信することが可能（ＹＥＳ）と判断された場合、ＣＰＵ２１１
は、ステップＳ５において、ＲＡＭ２１３に記憶した商品コードをＰＯＳレジスタ２０に
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送信する。商品コードがＰＯＳレジスタ２０へ送信される際は、ＲＡＭ２１３に記憶した
商品コードを、ＰＯＳレジスタ２０から取り外されたバーコードスキャナが商品のコード
（ＪＡＮコード）を読み取って、ＰＯＳレジスタ２０に送信するときの形式と同じ形式の
データに変換され、変換された商品のコードがコネクタ２１５１を介して送信される。
【００４６】
　なお、前述したように、ここでのデータ通信は、スキャナＢＯＸ２１等が導入される前
にＰＯＳレジスタ２０に接続されていたバーコードスキャナが使用していたのと同じ通信
プロトコル（ここではＲＳ－２３２Ｃ）を使用することにより行われる。したがって、Ｐ
ＯＳレジスタ２０側は何ら仕様を変更することなく、ＰＯＳレジスタ２０はバーコードス
キャナ３０からスキャナＢＯＸ２１に送信された商品コードを受信することができる。
【００４７】
　続いて、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ６において、ＲＡＭ２１３に全ての商品コードを
ＰＯＳレジスタ２０に送信したか否かを判断する。全ての商品コードをＰＯＳレジスタ２
０に送信していない（ＮＯ）と判断された場合には、ステップＳ５に戻って、ＲＡＭ２１
３に記憶した商品コードを順にＰＯＳレジスタ２０に送信する。
【００４８】
　全ての商品コードをＰＯＳレジスタ２０に送信した（ＹＥＳ）と判断された場合、ＣＰ
Ｕ２１１は、ステップＳ７において、ＲＡＭ２１３に記憶した送信済みの商品コードをク
リアする。そして、ステップＳ１に戻って、ハンディターミナル３０からの受信データの
確認と受信した商品コードのＰＯＳレジスタ２０への送信（上記ステップＳ１からステッ
プＳ７までの処理）を繰り返す。
【００４９】
　次に、本商品販売処理システムにおけるハンディターミナル３０の動作（ＣＰＵ３０１
の処理）を、図５のフローチャートに沿って説明する。
【００５０】
　ハンディターミナル３０は、来店客によって客用クレードル４０から持ち出されること
によって、動作がスタートする。ステップＳ１１において、ＣＰＵ３０１は、スキャナ部
３０４で商品コード（例えば、ＪＡＮコード）を読み取る。なお、スキャナ部３０４によ
る商品コードの読み取りは、ハンディターミナル３０を客が操作することによって行われ
る。具体的には、操作部３０６のスキャンキーを、客が押下するなどの操作である。
【００５１】
　続いて、ＣＰＵ３０１は、ステップＳ１２において、スキャナ部３０４が読み取った商
品コードを、ＲＡＭ３０３の所定の記憶領域に記憶する。
【００５２】
　続いて、ＣＰＵ３０１は、ステップＳ１３において、客による買い上げが終了したか否
かを判断する。なお、商品の買い上げ終了は、スキャナ部３０４によって引き続き商品コ
ードの読み取りが行われるか、無線アドレスラベルの読み取りが行われるかによって判断
される。具体的には、操作部３０６のスキャンキーが押下されたことによって、スキャナ
部３０４が商品コードを読み取った場合には、客による買い上げが終了していない（ＮＯ
）と判断され、ステップＳ１１に戻って、スキャナ部３０４による商品コードの読み取り
および読み取った商品コードのＲＡＭ３０３への記憶を繰り返す。これにより、客は複数
個の商品の商品コードをスキャナ部３０４によって読み取り、読み取った商品コードを順
に、ハンディターミナル３０に記憶させることができる。
【００５３】
　また、客は、商品の買い上げを終了するとき、ＰＯＳレジスタ２０のところに行き、ハ
ンディターミナル３０を店員に渡し、買い上げ商品をＰＯＳレジスタ２０の所定の場所に
置く。そして、店員は、受け取ったハンディターミナル３０で、ＰＯＳレジスタ２０の近
傍に設置されたスキャナＢＯＸ２１に貼付された無線アドレスラベルを読み取る。具体的
には、操作部３０６のスキャンキーが押下されたことによって、スキャナ部３０４が無線
アドレスラベルを読み取った場合には、客による買い上げが終了した（ＹＥＳ）と判断さ
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れ、ステップＳ１４に進む。
【００５４】
　続いて、ＣＰＵ３０１は、ステップＳ１４において、スキャナ部３０４が読み取った無
線アドレスラベルに記録された無線アドレスを読み取る。
【００５５】
　続いて、ＣＰＵ３０１は、ステップＳ１５において、ＲＡＭ３０３に記憶した商品コー
ドのデータを前記読み取った無線アドレスとともに該当するスキャナＢＯＸ２１に無線通
信によって送信する。商品コードがスキャナＢＯＸ２１へ送信される際は、ＲＡＭ３０３
に記憶した商品コードを、ＰＯＳレジスタ２０から取り外されたバーコードスキャナが商
品のコード（ＪＡＮコード）を読み取って、ＰＯＳレジスタ２０に送信するときの形式と
同じ形式のデータに変換され、変換された商品コードのデータが無線通信部３０７によっ
て送信される。その後、ハンディターミナル３０に記憶された客が買い上げる商品の商品
コードが、前述のように、スキャナＢＯＸ２１を介してＰＯＳレジスタ２０に送信され、
ＰＯＳレジスタ２０に登録される。そして、登録された商品の精算が行われる。
【００５６】
　なお、商品コードのデータの送信は、商品のコード毎に１つずつ送信され、全ての商品
コードのデータの送信が終了したときに、無線通信が完了する。また、前述したように、
ここでのデータ通信は、例えば、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）などの短距離無
線通信規格の通信プロトコルに従って行われる。
【００５７】
　続いて、ＣＰＵ３０１は、ステップＳ１６において、ＲＡＭ３０３に記憶した送信済み
の商品コードをクリアし、処理を終了する。その後、ハンディターミナル３０は、店員に
よって客用クレードル４０にセットされ、客用クレードル４０から供給される電力による
充電、およびハンディターミナル３０内の商品ファイルの更新の準備がされる。
【００５８】
　上記に述べたとおり、本発明を実施するための形態によれば、ハンディターミナル３０
に記憶した商品コードを無線通信でスキャナＢＯＸ２１に送信する。そして、スキャナＢ
ＯＸ２１は、受信した商品コードを有線通信でＰＯＳレジスタ２０に送信する。これによ
り、ハンディターミナル３０に記憶されている商品コードを、ＰＯＳレジスタに正しく送
信することができる。
【００５９】
　また、スキャナＢＯＸ２１からＰＯＳレジスタ２０への商品コードの送信は、スキャナ
ＢＯＸ２１等が導入される前にＰＯＳレジスタ２０に接続されていたバーコードスキャナ
が使用していたのと同じ通信プロトコル（実施形態ではＲＳ－２３２Ｃ）を使用すること
により行われる。これにより、ＰＯＳレジスタ２０側は何ら仕様を変更することなく、バ
ーコードスキャナ３０から送信された商品コードを受信することができる。
【００６０】
　なお、本実施形態においては、ＰＯＳレジスタ２０とスキャナＢＯＸ２１とを別体にし
た場合について説明したが、スキャナＢＯＸ２１との構成は、本発明を実施するための形
態に限定されるものではなく、ＰＯＳレジスタ２０内にスキャナＢＯＸ２１の構成要素で
ある無線通信部２１４を備え、無線アドレスラベルをＰＯＳレジスタ２０に貼付する構成
としてもよい。
【００６１】
　また、本実施形態においては、無線アドレスがバーコード形式で記録された無線アドレ
スラベルをスキャナＢＯＸ２１に貼付した場合について説明したが、この方法に限らず、
スキャナＢＯＸ２１やＰＯＳレジスタ２０の表面に無線アドレスを表すバーコードを印刷
してもよい。さらに、無線アドレスは、バーコード形式に限らず、３Ｄコード、磁気記録
、またはＲＦＩＤなど、容易に読み取りができるものであればよい。
【００６２】
　また、本実施形態においては、ハンディターミナル３０を来店客が携帯する場合につい
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て説明したが、この方法に限らず、例えば、ＰＯＳレジスタ２０に接続された固定のバー
コードスキャナでは商品コードの読み取りができないような大きな商品の商品コードを読
み取るため、複数のＰＯＳレジスタ２０で共通に使用することができるハンディターミナ
ルとしてもよい。
【００６３】
　また、本実施形態においては、スキャナＢＯＸ２１とＰＯＳレジスタ２０の間のシリア
ル通信は、ＲＳ－２３２Ｃである場合について説明したが、この通信方法に限らず、例え
ば、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）としてもよい。
【００６４】
　以上、本発明の一実施形態について、図面を参照して説明してきたが、具体的な構成は
この実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲においての種々
の変更も含まれる。
【符号の説明】
【００６５】
１０・・・ストアコントローラ
２０・・・ＰＯＳレジスタ
２１・・・スキャナＢＯＸ
２１１・・・ＣＰＵ
２１２・・・ＲＯＭ
２１３・・・ＲＡＭ
２１４・・・無線通信部
２０５・・・シリアルＩ／Ｆ
２１５１，２１５２，２１５３・・・コネクタ
３０・・・ハンディターミナル
３０１・・・ＣＰＵ
３０２・・・ＲＯＭ
３０３・・・ＲＡＭ
３０４・・・スキャナ部
３０５・・・表示ディスプレイ
３０５ａ・・・ＬＥＤ発光部
３０６・・・操作部
３０７・・・無線通信部
３０８・・・ブザー
３０９・・・電源制御部
３１０・・・充電式電池
４０・・・客用クレードル
５０・・・会員カードリーダ
６０・・・ＬＡＮ
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